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発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

愛葉県本部青年部長（瀬戸市職労出身）

構
造
改
革
を
掲
げ
た
小
泉
首
相

の
も
と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
悪

化
し
、
将
来
不
安
は
広
が
る
ば
か

り
。
日
本
経
団
連
が
描
く
政
治
や

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
政
治
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

給
料
は
毎
年
下
げ
ら
れ
、
就
職

で
き
な
い
青
年
も
あ
ふ
れ
る
一
方

で
、過
労
死
や
過
労
自
殺
が
増
加
。

小
泉
自
・
公
政
権
は
、
さ
ら
に
年

金
や
消
費
税
の
改
悪
を
推
し
進

め
、
最
終
的
に
は
日
本
そ
の
も
の

を
変
え
る
憲
法
９
条
の
改
悪
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
歴
史
の

分
か
れ
目
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
黙
っ
て
い
て
は
、
際
限
な
い

暮
ら
し
破
壊
で
す
。
平
和
と
暮
ら

し
を
守
る
０４
春
闘
を
長
坂
書
記
長

と
愛
葉
青
年
部
長
が
語
り
あ
い
ま

し
た
。

大大
企企
業業
のの
横横
暴暴

許許
すす
なな
��

労労
働働
者者
のの
働働
くく

ルル
ーー
ルル
のの
確確
立立
をを

愛
葉

春
闘
は
僕
ら
自
治
体

労
働
者
と
ど
ん
な
関
係
が
あ

る
の
で
す
か
？

長
坂

人
事
院
は
、
民
間
の

賃
金
・
労
働
条
件
を
踏
ま
え

て
勧
告
を
出
し
ま
す
。
だ
か

ら
、
春
闘
が
公
務
職
場
に
も

直
接
影
響
す
る
ん
で
す
よ
。

今
年
も
ト
ヨ
タ
は
、
日
本
の

労
働
者
す
べ
て
の
給
料
を

２
０
０
０
円
あ
げ
ら
れ
る

ほ
ど
儲
か
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｒ
東
海
も
、
百
億
円
も
利
益

を
上
げ
て
い
な
が
ら
、「
ト

ヨ
タ
が
賃
上
げ
し
て
い
な
い

か
ら
Ｊ
Ｒ
も
で
き
ま
せ
ん
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
長
時
間

・
サ
ー
ビ
ス
残
業
も
ひ
ど

く
、
未
だ
に
改
善
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
を

一
掃
す
る
だ
け
で
、
新
た
に

１
６
０
万
人
の
雇
用
を
確

保
で
き
る
ん
で
す
よ
。

失
業
率
は
過
去
最
悪
の

５
％
台
で
、
失
業
者
数
は

３
３
０
万
人
。し
か
も
、正

規
か
ら
派
遣
・
臨
時
な
ど
年

収
２
０
０
万
円
以
下
の
労

働
者
が
増
え
、
若
年
層
の
５

人
に
１
人
は
フ
リ
ー
タ
ー

で
、
ま
と
も
に
結
婚
も
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。愛

葉

こ
れ
は
、
日
本
の

将
来
に
関
わ
る
大
問
題
で
す

ね
。
青
年
は
じ
め
、
全
て
の

労
働
者
の
賃
上
げ
や
、
労
働

時
間
短
縮
で
雇
用
を
確
保
さ

せ
る
運
動
を
本
気
で
や
る
時

で
す
ね
。

長坂県本部書記長（豊橋市職労出身）

年年
金金
・・
消消
費費
税税

改改
悪悪
はは
不不
況況
をを

悪悪
化化
ささ
せせ
るる
大大
問問
題題

愛
葉

年
金
問
題
も
本
当
に

ひ
ど
い
な
ぁ
っ
て
思
う
の
で

す
が
？

長
坂

老
後
の
生
活
設
計
、

年
金
の
不
安
が
、
小
泉
悪
政

の
も
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
度
の
厚
生

年
金
の
平
均
は
月
額
１７
万
７

千
円
、
国
民
年
金
の
平
均
は

月
額
５
万
千
円
で
、
そ
も
そ

も
最
低
限
の
生
活
さ
え
保
障

で
き
て
い
な
い
の
に
、
小
泉

内
閣
は
、
さ
ら
に
８・５
％
も

カ
ッ
ト
し
よ
う
と
い
う
の
だ

か
ら
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。「

年
金
財
源
に
消
費
税

だ
」と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、

そ
れ
も
問
題
で
す
。
消
費
税

は
、大
企
業
は
全
然
払
わ
ず
、

す
べ
て
国
民
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
お
金
の
使

い
方
を
変
え
れ
ば
財
源
確
保

は
可
能
で
す
。

愛
葉

給
料
は
上
が
っ
て

い
な
い
の
に
負
担
増
お
し
つ

け
の
年
金
・
消
費
税
の
改
悪

は
、
絶
対
許
さ
な
い
声
を
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

憲憲
法法
９９
条条
守守
れれ
、、

イイ
ララ
クク
派派
兵兵
反反
対対
、、

人人
道道
的的
支支
援援
のの
輪輪
をを

愛
葉

僕
は
、
戦
争
は
絶
対

反
対
な
ん
で
す
が
、
イ
ラ
ク

派
兵
で
日
本
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
か
心
配
で
す
。

長
坂

不
法
な
イ
ラ
ク
占
領

で
自
衛
隊
を
派
兵
す
る
こ
と

に
、「
ど
こ
ま
で
ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
を
続
け
る
の
か
」

と
批
判
の
声
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
小
泉
首
相
は
、
イ
ラ

ク
派
兵
を
足
が
か
り
に
、
憲

法
９
条
を
改
悪
し
、
ア
メ
リ

カ
と
一
緒
に
戦
争
す
る
日
本

に
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
ま

す
。
戦
争
は
最
大
の
犯
罪
で

す
。戦

争
反
対
、
恒
久
平
和
と

不
戦
を
誓
っ
た
日
本
国
憲
法

は
尊
い
犠
牲
の
も
と
に
打
ち

立
て
ら
れ
た
宝
で
す
。

愛
葉

先
日
、
イ
ラ
ク
支

援
を
行
っ
て
き
た
小
野
弁
護

士
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
戦

争
に
よ
る
破
壊
で
薬
や
生
活

再
建
が
必
要
、
自
衛
隊
は
い

ら
な
い
」
と
。
憲
法
９
条
守

れ
、
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
、
人

道
支
援
を
、
の
世
論
を
広
げ

る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

究究
極極
のの
自自
治治
体体

リリ
スス
トト
ララ
攻攻
撃撃

住住
民民
本本
位位
のの
自自
治治
体体

めめ
ざざ
すす
運運
動動
をを

愛
葉

年
々
き
つ
く
な
る
職

場
も
改
善
し
た
い
ん
だ
け
ど
。

長
坂

地
方
自
治
体
の
職
員

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
カ
ッ
ト

も
大
問
題
で
す
ね
。
小
泉
首

相
の
言
う
「
三
位
一
体
改

革
」
で
は
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
補
助
金
の
削
減
で
、
福

祉
・
教
育
な
ど
暮
ら
し
予
算

が
バ
ッ
サ
リ
削
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
ん
で
す
。
指
定
管
理

者
制
度
導
入
、
地
方
独
立
行

政
法
人
法
な
ど
は
、
保
育
園

や
学
校
給
食
・
病
院
な
ど
、

企
画
・
管
理
部
門
以
外
は
、

民
間
丸
投
げ
し
自
治
体
の
責

任
放
棄
す
る
も
の
。

さ
ら
に
小
泉
首
相
は
、
住

民
の
た
め
に
働
く
公
務
員
か

ら
、
国
家
の
た
め
国
民
を
管

理
統
制
す
る
よ
う
「
公
務
員

制
度
」
改
悪
も
狙
っ
て
い
ま

す
。愛

葉

地
域
に
出
る
の
は

大
変
だ
と
思
う
け
ど
、
住
民

と
の
共
同
も
広
げ
、
住
民
が

大
切
に
さ
れ
る
自
治
体
め
ざ

す
取
り
組
み
を
進
め
た
い
で

す
ね
。

年年
金金
、、消消
費費
税税

大大
改改
悪悪

イイ
ララ
クク
特特
集集
はは

２２
・・
３３
面面
にに

関関
連連
職職
員員
にに
もも

広広
げげ
、、
労労
働働
組組
合合
をを

大大
きき
くく
しし
てて
要要
求求
前前
進進
をを

愛
葉

労
働
者
の
要
求
を
前

進
さ
せ
る
た
め
に
は
？

長
坂

労
働
組
合
の
組
織
率

は
１９
・
６
％
労
働
組
合
の

な
い
職
場
で
は
、
深
刻
な
事

態
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
憲

法
を
無
視
し
た
人
権
侵
害
や

労
働
基
準
法
違
反
も
当
た
り

前
。「
首
切
り
や
イ
ジ
メ
が

こ
わ
く
て
物
も
言
え
な
い
」

と
県
本
部
に
は
組
合
の
な
い

職
場
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
嘱
託
・
委
託
な

ど
自
治
体
関
連
職
員
に
も
組

合
を
広
げ
、
労
働
組
合
を
大

き
く
す
る
こ
と
が
要
求
前
進

の
カ
ギ
で
す
。

愛
葉

安
心
し
て
住
民
の

た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
を
作
り
た
い
。
０４
春
闘

は
「
青
年
春
闘
」、
僕
ら
も

頑
張
り
ま
す
よ
�
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《
職
場
で
》

○
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
の
職

場
決
議
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
政
府
に
派
兵
中
止
を
求

め
る
署
名
を
す
す
め
ま

す
。

《
県
下
・
地
域
で
》

○
街
頭
宣
伝
、
署
名
で
共

同
し
た
取
り
組
み
を
す
す

め
よ
う
。

○
小
牧
基
地
か
ら
派
兵
反

対
、
１
・
１７
抗
議
行
動
を

行
い
ま
す
。

○
地
域
で
の
集
会
や
デ
モ

行
進
に
積
極
的
に
参
加
す

る
。

《
首
長
へ
》

○
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
意
見

表
明
を
求
め
ま
す
。

《
議
会
へ
》

○
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
意
見

書
採
択
を
求
め
ま
す
。

イ
ラ
ク
派
兵
反
対
、
憲
法

守
れ
で
緊
急
の
取
り
組
み
を

０４
春
闘
、こ
う
し
て
た
た
か
お
う

国
民
・
労
働
者
で
国
・
自
治
体
大
企
業
包
囲

０４
春
闘
は
、
職
場
要
求
を

結
集
し
て
、
年
金
大
改
悪
・

消
費
税
大
増
税
、
大
企
業
の

横
暴
を
許
さ
ず
、
働
く
ル
ー

ル
の
確
立
、
賃
金
の
底
上
げ

な
ど
の
課
題
で
す
べ
て
の
労

働
者
・
国
民
の
く
ら
し
を
守

り
、
要
求
を
前
進
さ
せ
る
た

め
に
奮
闘
し
ま
す
。
職
場
か

ら
地
域
へ
、
全
組
合
員
が
参

加
す
る
行
動
で
共
同
し
た
た

た
か
い
を
す
す
め
ま
す
。

要
求
と
怒
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
地
域
や
県
下
の
行
動
に

結
集
さ
せ
共
同
し
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

総
学
習
を
力
に
、
要
求
書

を
取
り
ま
と
め
、
当
局
に
提

出
し
ま
す
。

年
金
改
悪
の
国
民
的
課
題

で
、
町
内
会
・
自
治
会
な
ど

と
の
共
同
や
地
域
で
の
宣
伝

行
動
を
す
す
め
ま
す
。

２
月
１１
日
の
ト
ヨ
タ
総
行

動
は
従
来
以
上
の
大
規
模
な

取
り
組
み
で
す
。
集
会
参

加
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
行

動
、
宣
伝
、
関
連
企
業
へ
の

要
請
な
ど
行
い
、
社
会
的
責

任
を
追
及
し
ま
す
。

２
月
２５
日
は
地
域
総
行
動

で
、
組
合
員
・
労
働
者
の
総

決
起
の
場
と
し
て
、
早
朝
宣

伝
や
自
治
体
要
請
、
企
業
要

請
、
街
頭
署
名
・
宣
伝
行
動

な
ど
の
地
域
労
連
の
総
行
動

に
参
加
し
ま
す
。

４
月
４
日
は
、
春
闘
決
起

の
場
と
し
て
名
古
屋
で
開
催

す
る
「
年
金
改
悪
・
消
費
税

増
税
反
対
ビ
ッ
ク
集
会
」（
仮

称
）
を
成
功
さ
せ
ま
す
。
要

求
実
現
の
た
め
闘
う
意
思
統

一
の
た
め
の
批
准
投
票
を
成

功
さ
せ
ま
す
。

第２の波
（
２
月
中
旬
か
ら
３
月
下
旬
）

ト
ヨ
タ
総
行
動
を
中
心
に

怒
り
を
結
集
さ
せ
ま
す

要
求
前
進
の
カ
ギ
は
、
全

組
合
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結

集
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
働
く
み
ん
な
の
ア
ン
ケ

ー
ト
」
な
ど
で
要
求
を
出
し

合
い
、
全
て
の
職
場
・
分
会

で
「
学
習
活
動
」
を
行
い
ま

す
。
賃
金
破
壊
に
歯
止
め
を

か
け
、
賃
金
底
上
げ
、
雇
用

拡
大
や
年
金
・
消
費
税
、平

和
、そ
し
て
職
場
の
要
求
な

ど
で
討
論
を
深
め
て
課
題
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統

一
を
す
す
め
ま
す
。

パ
ン
フ
や
パ
ネ
ル
を
活
用

し
た
年
金
学
習
、
地
方
独
立

行
政
法
人
法
や
指
定
管
理
者

制
度
な
ど
の
学
習
を
行
い
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

最
低
賃
金
１
０
０
万
人
署

名
、
年
金
改
悪
反
対
�
大
増

税
の
中
止
を
求
め
る
請
願
署

名
、
働
く
ル
ー
ル
署
名
な
ど

を
す
す
め
ま
す
。

第１の波
（
１
月
か
ら
２
月
上
旬
）

す
べ
て
の
職
場
で
学
習
会
を
始
め
よ
う

春
闘
は
職
場
か
ら
…

運
動
の
節
目

行
動
計
画

悪
政
阻
止
の
取
り
組
み
と

全
職
場
で
未
組
織
の
労
働
者

に
声
か
け
を
行
い
、
新
規
採

用
職
員
な
ど
仲
間
を
大
い
に

迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

４
月
１５
日
は
全
労
連
の
年

金
ス
ト
ラ
イ
キ
を
統
一
行
動

と
し
て
、
全
単
組
で
全
て
の

組
合
員
が
参
加
で
き
る
取
り

組
み
、
住
民
に
見
え
る
運
動

を
す
す
め
ま
す
。

５
月
に
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
要
請
行
動
を
行
い
ま

す
。６

月
の
国
民
平
和
大
行
進

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

第３の波
主な日程

１月１７日 青年部沖縄平和ツアー～１９日

１月１７日 イラク派兵反対県民集会ｉｎ小牧

１月２１日 第１次全国統一行動（企業包囲行動）

１月３１日 県本部第９２回臨時大会

２月１１日 トヨタ総行動

２月１３日 第２次全国統一行動（中央行動）

２月２０日 ストライキ批准投票～２６日

２月２５日 第３次統一行動「地域総行動」

２月２７日 要求書提出基準日

２月２８日 県本部組織集会～２９日

３月５日 公務労組連中央行動

３月１３日 重税反対集会

３月１７日 回答指定日

３月１８日 第４次全国統一行動

４月４日 「年金改悪・消費税増税反対」愛知県

民総決起集会

４月１５日 ４．１５年金ストライキ

５月１日 第７５回メーデー

５月 自治体キャラバン

（
４
月
以
降
）

仲
間
を
増
や
し
て
、

悪
政
阻
止
、４
・
１５
全
組
合
員

参
加
を

労
働
組
合
の
組
織
率

が
低
下
し
、
影
響
力
が

弱
く
な
る
中
で
生
活
悪

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
労
働
組
合
を
大
き

く
す
る
こ
と
が
要
求
前

進
の
カ
ギ
で
す
。
一
緒

に
取
り
組
み
を
進
め
る

仲
間
を
労
働
組
合
に
む

か
え
入
れ
、
未
組
織
の

職
場
に
労
働
組
合
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
の
活
動
資
金
と
し

て
全
組
合
員
が
協
力
し

て
「
全
労
連
・
愛
労
連

の
組
織
拡
大
基
金
カ
ン

パ
」
に
取
り
組
み
ま

す
。 全

労
連
・
基
金

カ
ン
パ
で
要
求

前
進
の
基
礎
を

築
こ
う
�
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（昭和５３年６月２５日
第三種郵便物認可）（毎月２回１０

・２５日発行） （２）（３） 自治体 あいちの仲間２００４年１月春季闘争討議資料

イイ
ララ
クク
派派
兵兵
はは
やや
めめ
よよ
��

米軍の劣化ウラン弾による
白血病の少年

イラク占領の米軍に「帰れ�」の文字が 「写真撮影‐森住卓」（イラクにて）

自
衛
隊
が
、戦
地
・
イ
ラ
ク

に
派
兵
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。先
遣
隊
は
、昨
年
１２
月

に
出
発
し
ま
し
た
。日
本
が
、

「
戦
争
を
す
る
国
」
へ
、
戦

前
の
よ
う
に
再
び
加
害
者
・

侵
略
者
に
な
る
新
し
い
段
階

を
今
、
迎
え
て
い
ま
す
。

自
民
党
と
公
明
党
の
小
泉

内
閣
は
、
い
ち
い
ち
特
別
措

置
法
を
作
っ
て
自
衛
隊
を
海

外
に
派
兵
す
る
の
で
は
な

く
、
「
恒
久
派
兵
法
」
に
よ

り
ア
メ
リ
カ
の
地
球
規
模
の

要
請
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ

カ
の
後
方
支
援
で
は
な
く
、

安
全
保
障
基
本
法
に
よ
り
一

緒
に
戦
争
を
す
る
「
集
団
的

自
衛
権
」
に
踏
み
込
も
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日

本
が
戦
争
に
突
入
す
る
時
に

刑
事
罰
を
背
景
に
、
国
民
を

戦
争
に
協
力
さ
せ
る
た
め

「
国
民
保
護
法
制
」
を
こ
の

通
常
国
会
で
成
立
さ
せ
、「
愛

国
心
」
で
心
を
し
ば
る
教
育

基
本
法
見
直
し
を
上
程
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
有
事
体
制
、
軍

事
大
国
化
は
、全
労
連
・「
連

合
」
の
枠
を
越
え
た
２０
労
組

の
た
た
か
い
、
「
憲
法
９
条

を
守
れ
」
と
い
う
国
民
の
声

な
ど
、
平
和
運
動
に
よ
っ
て

完
成
さ
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。

憲
法
改
悪
に
向
け
、
「
改

正
」
（
自
民
）、「
加
憲
」（
公

明
）、「
創
憲
」
（
民
主
）
と

国
会
内
は
多
数
で
も
、
イ
ラ

ク
派
兵
反
対
、
年
金
改
悪
や

消
費
税
な
ど
大
増
税
に
反
対

す
る
運
動
と
結
合
し
て
、
国

民
保
護
法
制
、恒
久
派
兵
法
、

安
全
保
障
基
本
法
、
憲
法
改

悪
の
た
め
の
国
民
投
票
法
、

教
育
基
本
法
見
直
し
、
靖
国

神
社
の
公
的
慰
霊
施
設
化
な

ど
に
反
対
す
る
運
動
を
起
こ

す
こ
と
で
、対
抗
で
き
ま
す
。

た
た
か
い
の
歴
史
に
学
ぶ

と
と
も
に
、
世
界
に
目
を
開

い
て
運
動
を
進
め
ま
す
。

下
表
に
あ
る
よ
う

に
、
消
費
税
が
８９
年
に

導
入
さ
れ
て
以
降
、
１５

年
間
で
１
３
６
兆
円
の

累
計
額
に
な
る
一
方
、

「
大
企
業
・
金
持
ち
減

税
」
が
毎
年
の
よ
う
に

行
わ
れ
、法
人
３
税（
法

人
税
、
法
人
住
民
税
、

法
人
事
業
税
）
だ
け
で

そ
の
減
税
累
計
額
は
１

３
１
兆
円
に
も
な
り
、

自
民
党
政
治
の
大
企
業

優
遇
税
制
の
も
と
で
、

圧
倒
的
多
数
の
労
働
者

・
国
民
へ
の
し
わ
寄
せ

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。 青青

年年
をを
中中
心心
にに
現現
役役
世世
代代
にに
大大
打打
撃撃

負担増と給付減が大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増

毎年続く年金大改悪
年
金
大
改
悪
は
、
年
金
受

給
者
だ
け
で
な
く
若
者
を
中

心
と
し
た
現
役
世
代
に
も
大

き
な
問
題
で
す
。
保
険
料
の

負
担
増
と
給
付
の
削
減
が
政

府
・
厚
労
省
の
狙
い
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
上
限
を
決

め
て
保
険
料
率
を
毎
年
自
動

的
に
引
き
上
げ
、
見
込
ん
だ

保
険
料
収
入
が
減
れ
ば
、
受

け
取
る
年
金
額
を
国
会
の
審

議
な
し
に
自
動
的
に
減
額
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

厚
労
省
案
で
は
、
厚
生
年

金
の
最
終
保
険
料
率
は
１８
・

３５
％
（
現
行
１３
・
５８
％
、
労

使
折
半
）、国
民
年
金
は
１
万

７
０
０
０
円
（
現
行
１
万
３

３
０
０
円
）
に
引
き
上
げ
る

計
画
で
す
。

こ
の
計
画
で
保
険
料
を
概

算
す
る
と
、
年
収
５
０
０
万

円
の
人
で
あ
れ
ば
年
間
１５
万

２
６
０
０
余
円
、
年
収
７
５

０
万
円
で
あ
れ
ば
、
年
間
２２

万
２
７
０
０
円
も
の
大
幅
な

負
担
増
と
な
り
ま
す
。
し
か

も
、
こ
の
計
算
は
、
基
礎
年

金
の
国
庫
負
担
を
増
額
し
た

場
合
で
す
。
政
府
が
こ
れ
を

先
送
り
す
れ
ば
、
最
終
保
険

料
率
は
さ
ら
に
上
回
り
ま

す
。厚

生
年
金
の
給
付
水
準
で

は
、
現
役
世
代
の
手
取
り
賃

金
で
、
現
在
の
５９
％
か
ら
５０

％
を
下
限
と
し
て
削
減
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
夫
婦
モ
デ
ル
で
概
算
す

る
と
、月
３
万
６
０
８
１
円
、

年
間
４３
万
２
９
７
６
円
と
２２

％
も
の
大
幅
引
き
下
げ
に
な

る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
厚
労
省
は
基
礎

年
金
国
庫
負
担
の
２
分
の
１

へ
の
復
元
の
先
送
り
と
そ
の

財
源
と
し
て
の
消
費
税
増
税

を
狙
っ
て
い
ま
す
。ま
さ
に
、

労
働
者
・
国
民
に
と
っ
て
、

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
、
ト
リ
プ
ル

パ
ン
チ
と
も
言
え
る
最
悪
の

大
改
悪
で
す
。

とんでもない政府・与党年金改悪案 自自治治体体のの変変質質、、公公的的責責任任放放棄棄をを

許許ささずず、、住住民民がが大大事事ににさされれるる自自治治体体をを
政府与党案のポイント（０３年１２月１７日）

一、基礎年金の国庫負担は２分の１に引き上げるが、実施時期
は先送り。

一、現在１３．５８％（労使折半）の厚生年金の保険料は、２００４年
１０月から毎年０．３５４％ずつ引き上げ２０２２年度には年収の１８．
３５％で固定。

一、夫婦モデル世帯（夫が４０年間加入、妻が専業主婦）の給付
水準（現役世代の手取り収入５９．４％）は、将来５０．１％とす
る。

一、年金積立金（約１４５兆円）は、２１００年度２２兆円程度まで取
り崩し、給付に充当する。

一、働き手の減少率や寿命の伸び率、経済情勢の変化を勘案す
るマクロ経済スライドを適用する。

一、週２０時間以上働くパート労働者は、厚生年金に加入。新た
に保険料徴収。

一、サラリーマンと専業主婦の世帯は厚生年金を分割。離婚時
の分割も可能に。

一、国民年金は現行の月額１万３３００円から毎年６００円ずつ引き
上げ、１万７０００円になる２０１１年度で固定。

住
民
の
命
・
暮
ら
し
を
守

る
自
治
体
の
役
割
を
変
質
さ

せ
、規
制
緩
和
の
名
の
も
と
、

す
べ
て
財
界
・
大
企
業
の
儲

け
の
対
象
に
、
と
自
治
体
再

編
・
変
質
の
動
き
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
究
極
の
リ
ス
ト

ラ
三
法
「
構
造
改
革
特
区

法
」
「
地
方
独
立
行
政
法
人

法
」
「
指
定
管
理
者
制
度
」

を
使
っ
て
、
企
画
・
管
理
部

門
以
外
は
す
べ
て
民
営
化
、

企
業
参
入
を
狙
う
攻
撃
が
全

国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
政

府
は
、
「
地
域
再
生
」
の
名

で
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
民
営
化

一
括
法
」
の
国
会
提
出
を
狙

い
、
諮
問
機
関
で
あ
る
『
総

合
規
制
改
革
会
議
』は
、「
次

世
代
規
制
改
革
」と
称
し
て
、

民
営
化
、
民
間
譲
渡
な
ど
提

言
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ト
ラ
攻
撃
は
新
た
な

段
階
に
入
り
、
公
務
職
場
で

分
限
免
職
（
解
雇
）
が
全
国

で
噴
出
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
職
員
は
身
分
が
変

わ
り
民
間
人
と
し
て
雇
用
問

題
も
重
大
な
問
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
も

儲
け
第
一
で
仕
事
の
内
容
も

変
質
さ
せ
ら
れ
、
住
民
の
命

や
暮
ら
し
を
守
る
自
治
体
の

役
割
放
棄
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

瀬
戸
市
で
は
、
今
年
度
４

月
か
ら
３
つ
の
保
育
園
が
民

営
化
さ
れ
、
園
長
を
含
め
職

員
も
園
の
運
営

も
す
べ
て
１
年

契
約
。
ほ
と
ん

ど
が
２０
〜
３０
代

の
保
育
士
で
、

「
マ
ニ
ュ
ア
ル

保
育
」
が
行
わ

れ
、
給
食
業
務

は
別
の
業
者
に

委
託
。
「
決
ま

っ
た
時
間
に
献

立
ど
お
り
に
配

膳
さ
れ
れ
ば
よ

し
」
と
業
者
任

せ
で
す
。

指
定
管
理
者

制
度
は
公
の
施

設
を
民
間
も
含

め
『
指
定
管
理

者
』
に
管
理
代

行
さ
せ
る
制
度

で
、
保
育
所
、

図
書
館
、
公
民

館
な
ど
自
治
体

の
ほ
と
ん
ど
の

業
務
が
対
象
で

す
。「

三
位
一
体

改
革
」
や
「
自
治
体
合
併
の

推
進
」
も
大
企
業
の
利
益
拡

大
の
た
め
自
治
体
変
質
を
狙

う
も
の
で
、
許
さ
な
い
闘
い

が
重
要
で
す
。

大
企
業
は
不
況
の
中
で
空

前
の
大
増
益
を
上
げ
続
け
て

お
り
、
ト
ヨ
タ
一
社
で
１
・

５
兆
円
の
経
常
利
益
を
上
げ

（
内
部
留
保
は
７
兆
円
に
）、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
人
員
削
減
で
最
高

益
（
０３
上
期
で
８
３
６
６
億

円
）
に
、
大
手
銀
行
１１
行
で

自
動
車
７
社
を
上
回
る
利
益

（
０３
上
期
で
１
・
２
兆
円
）

に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
小
泉
自
公
政
権
の
も

と
で
成
立
し
た
産
業
再
生
法

で
「
リ
ス
ト
ラ
」
を
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
大
企
業
に
補
助

金
が
回
る
仕
組
み
を
活
用
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
下
請

け
単
価
の
切
り
下
げ
や
労
働

者
に
対
す
る
賃
金
破
壊
な
ど

と
合
わ
せ
て
、
大
企
業
が
大

儲
け
す
る
た
め
に
、
政
府
が

悪
法
を
ご
り
押
し
し
て
実
施

し
て
き
た
も
の
で
す
。

日
本
経
団
連
は
、
「
春
闘

終
焉
」
を
宣
言
し
、
「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
論
外
。
定
昇
の

廃
止
、
縮
小
、
さ
ら
に
ベ
ー

ス
ダ
ウ
ン
も
労
使
交
渉
の
対

象
」
と
示
し
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
「
多
様
な
働
き
方
」

と
称
し
て
、
嘱
託
、
パ
ー
ト
、

契
約
、派
遣
労
働
者
な
ど
で
、

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件

切
下
げ
の
徹
底
を
財
界
方
針

と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
大

企
業
に
「
賃
上
げ
、
労
働
時

間
短
縮
で
雇
用
拡
大
を
」、小

泉
自
公
政
権
に
「
大
企
業
に

甘
く
国
民
に
負
担
を
押
付
け

る
悪
政
や
め
よ
」
の
声
を
上

げ
ま
し
ょ
う
。

財財
界界
・・
大大
企企
業業
のの

ベベ
アア
ゼゼ
ロロ
をを
許許
ささ
なな
いい


